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資料２　対象地域の概要

２－１　インドネシアの概要

２－１－１　インドネシア一般

　インドネシアは、総人口２億 1,000 万人を擁する共和国であり、正式にはインドネシア共和国

と称する｡　

　インドネシアはアジア大陸の東南部、オーストラリア大陸の北西部に位置し、赤道付近で東西

方向へ 5,100 km、南北方向へ 1,900 kmに広がるおよそ１万 4,000 の島々からなっている｡この東

西方向の広がりは地球全周の８分の１に匹敵し、インドネシアの国土総面積はおよそ190万 km2

に達する（日本の国土面積の約５倍）｡　

　インドネシアはジャワ、スマトラ及びスラウェシ島といった大きい島を領有し、さらにボルネ

オ島をマレイシアと、またニューギニア島をパプアニューギニアと分け合っている。ボルネオ島

におけるインドネシア領は島全体のおよそ75％を占めカリマンタンと呼ばれる｡またニューギニ

ア島のインドネシア領は島の西半分を占め、イリアンジャヤと呼ばれている｡その他の島々で主

なものとしてはマドラ、ロンボック、スンバワ、フローレス、バリの各島がある。さらにティモー

ル島では一時インドネシア領として併合していた東ティモールの統治権を1999年に放棄したが、

西半分の西ティモールはインドネシア領である。

　インドネシアの島々はジャワ海、フローレス海及びバンダ海と続く海域により大きく南北に分

けられ、南のグループにはスマトラ、ジャワからティモールへと続く島々が属し、北にはカリマ

ンタン、スラウェシ、マルク及びニューギニアの島々が属している。

　インドネシアには130の活火山と70の休火山を含めおよそ400の火山がある｡火山の多くは南

のグループの島々に分布しており、スマトラの北端から始まりスマトラ西海岸、ジャワ、バリ、

さらに東方のロンボック、スンバワ、フローレスの島々からバンダ海に至る火山帯を形成してい

る。北グループの島々における火山は、北スラウェシとモルッカ海のハルマヘラ周辺に見られ

る。インドネシアはまた地震が多いことでも知られ、上記火山帯と重なって地震帯が存在してい

る。周辺地域を含めるとマグニチュード5.5以上の地震が年間で平均15から 20回程度発生して

いる｡

　インドネシアでは５世紀から16世紀にかけて王侯諸国の支配が続いた。17世紀初頭からはオ

ランダが統治を開始し、その植民地支配は 20 世紀初めまでに及んだ。その後第２次世界大戦時

における日本の占領統治、民族主義の台頭を経て、1945年にはスカルノ将軍を中心とするグルー

プがインドネシア共和国の樹立を宣言した。スカルノ将軍率いるインドネシア軍はその後、オラ

ンダとの独立闘争を戦い抜き、1949 年にイリアンジャヤを除く全土の統治権を勝ち取った｡　

　インドネシアの主な産業は伝統的に生活用食料生産としての農業、ゴム、やし油等のプラン
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テーション農業、及び石油、天然ガス、錫、ニッケル、木材などの天然資源産業に頼っていた。

一方、1970 年代後半から 1980 年以降にとられた工業化促進政策により、製造業を中心とした工

業、サービス業等の台頭も都市部においては著しいものがあり、また石油、天然ガスを原料とし

た化学工業の発展も顕著である。1996年の国内総生産（ＧＤＰ）は2,300 億米ドルであり、国民

１人当たりのＧＤＰは1,150米ドルであった。めざましいばかりの経済発展は1997年半ばのアジ

ア通貨危機まで続き、その結果中流階層の所得は大きく伸びた｡しかしながらその半面、地方部

にあってはいまだ貧困にあえぐ人々も多く、特に通貨危機以降、民族間の対立、貧富階層間の対

立、宗教上の対立等による社会不安も増大しつつある｡

２－１－２　インドネシアの水道事業の現状

　インドネシアの水道計画はかつて公共事業省、 Cipta Karyaにて立案・実施されていた。各州の

水道局（ＰＰＰＡＢ）は、計画の実施及び資料、データの管理、Cipta Karya との協議、連絡など

に責任を負っていた｡しかしながら 2000 年１月からの政府機構改革により、公共事業省は

Ministry of Public Works から State Ministry of Public Works になり公共事業の計画策定のみがそ

の管轄になり、実施機関ではなくなった。それに伴い地方の水道事業の実施は Minis t ry  o f

Settlement and Regional Development（居住及び地域開発省）に移管された｡ただしこの機構改革

は今のところ、地方組織にまでは徹底されておらず、今回のミッションを現地で受け入れたのも

地方の灌漑用地下水開発を行ってきたＰ２ＡＴ（公共事業省の下部組織である地下水開発事務

所）及びＤｉｎａｓＰＵ（州政府公共事業局）であった。　　　　

　この改革に伴う混乱はしばらく続くものと見られ、特に地方部局における今後の機構改革の推

移を更に見守る必要がある｡

　州の水道局の下部組織として各県（Kabpaten）に水道公社（ＰＤＡＭ）があり、独立採算性を

原則に水道施設の建設、運転、維持、管理を行っている｡　

　インドネシア全体の生活用水の供給実績は1993年度で都市部では対象住民数2,760万人，供給

量20 ｍ3／ sec、１日１人当たりの給水量は63 liter であった｡一方、地方部では対象住民数1,050

万人、対象村落数１万 4,000 となっている。

２－２　西ヌサトゥンガラ州

２－２－１　行政区分・人口

　西ヌサトゥンガラ州（Propinsi=Province）は、ロンボク島とスンバワ島の２つの島から成って

いる。ロンボク島は、マタラム市のほか、西ロンボク、中央ロンボク、東ロンボクの３つの県

（Kabupaten=District）に、また、スンバワ島は、スンバワ、ドンプ、ビマの３つの県（Kabupaten=

District）に分かれている。
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278,612 3 23

592,331 9 74

699,634 9 111

910,478 10 100

395,806 14 135

182,778 5 50

460,304 10 143

3,519,943 60 636

　各県は、更にいくつかの郡（Kecamatan= Sub-District）から成っており、各郡は、数十から百

余の村で構成されている。西ヌサトゥンガラ州について、これらの行政組織をまとめると以下の

ようになる。

マタラム市
（KotamadyaMataram）

西ロンボク県
（Rombok Barat）

中央ロンボク県
（Rombok Tengah）

東ロンボク県
（Rombok Timur）　　
　　
スンバワ県
（Sumbawa）

ドンプ県
（Dompu）

ビマ県
（Bima）

（資料：Penyusunan Hasil Pembangnan Sarana Penyediaan Air Bersih dan Penyehatan Lingkungan
Permukiman(PAB-PLP) Peredesaan Replita VI / Propinsi Nusa Tenggara Barat;Dinas Pekerjaan Umum/Sub
Dinas Cipta Karya）

島 県（Kabupaten）　　　 県人口（人） 郡（Kecamatan） 　 村（Desa）

ロンボク島

スンバワ島

合　　　計　　　　　　7

２－２－２　予備調査対応機関

　本予備調査における西ヌサトゥンガラ州の対応機関は、ＤｉｎａｓＰＵ（州政府公共事業局：

Public Works Services）である。また、給水計画はＤｉｎａｓＰＵ内の１つの組織である灌漑担

当部署の扱いとなっている。実務的な対応機関は、灌漑担当部署のなかにあるＰ３Ｐ（州水道建

設事務所）とのことである。
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Provincial
Government
州政府

ＤｉｎａｓＰＵ
Public Works Services
州政府公共事業局

Infrastructure &
Resettlement Project Irrigation Project Survey  &

Coordination

Ｐ２ＡＴ
Ground Water Resource

Development

Ｐ３Ｐ
Water Supply Project

　なお、今回の農村訪問、ヒアリングのなかで、上記組織のほかに、ＰＤＡＭ（州水道公社：

Kabupatenの管轄にある。）が、水源開発や水道施設の建設・維持管理に大きくかかわっているこ

とがわかった。今後の聞き取り調査においては、ＰＤＡＭへの調査にも十分時間を割く必要があ

ると考えられる。

２－２－３　自然条件

（1）気候

1） ロンボク島

　西ロンボク地域は、気温 23～ 31℃の熱帯性気候である。最高気温は 12月にみられ、

最低気温は６月に見られる。月平均降雨量は、78mm／month程度である。年間を通し

ては、２月に最高の降雨が見られる。最低降雨は０mmであり、９月に見られる。風は、

16～ 40knots／ hour程度である。また、湿度は45～ 97％であり、平均的には75％であ

る。

　中央ロンボク地域は、同様に気温 16 ～ 28℃の熱帯性気候である。月平均降雨量は、

79mm／month 程度である。

　東ロンボク地域も同様に、気温23～ 31℃の熱帯性気候である。最高気温は、10月～

４月の間に見られ、最低気温は、７、８月に見られる。平均降雨量は、167mm／month

程度である。最高降雨量は、531mm、最低降雨量は２mmである。
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2） スンバワ島

　東、中央、西の各地域で、多少異なるが、全体として、オーストラリアの大陸性気候

を帯びた熱帯性気候である。ＳＳＩＭＰ（Small Scale Irrigation Management Project）の

Review Study Final Reportによれば、スンバワ島の降雨記録として、以下の記録（単位：

mm）が示されている。年間平均降雨量は、1,722mmと算定されている。降雨量の傾向

から、乾期は４、５月に始まり、11月まで続くことが予想される。

Month West Sumbawa Central Sumbawa East Sumbawa Whole Sumbawa

January 336 372 347 355

February 314 346 318 313

March 299 251 206 264

April 192 151 54 129

May 98 93 32 69

June 61 31 47 40

July 34 15 18 21

August 19 9 12 12

September 43 15 2 22

October 92 70 143 54

November 243 136 32 159

December 373 273 219 284

Annual 2,104 1,762 1,300 1,722

スンバワ島の平均降雨量 （単位：mm）

（2）地形、地下水等

1） ロンボク島

　東西約 60km、南北約 80kmの島である。島中央より北側に、標高 2,500 ～ 3,700 ｍを

越す火山群、島の南部に標高800ｍ以下の山地が東西に延びている。島中央部は低地部

となっている。島の面積は、約 5,900 km2、人口は約 250 万人である。

　1981年以来Ｐ２ＡＴ（地下水開発事務所）により灌漑用の地下水開発が積極的に行わ

れており、1999年時点で、265本、２万704ｍに及んでいる。最大深さで150ｍに達す

るものもあるが、50～ 80ｍ程度の深さの井戸が多い。島の北から北東部にかけて地下

水のポテンシャルが高く、10 ～ 100 l ／ sec 程度の取水が可能である。南東から南部に

かけては、一部の地域を除いて地下水のポテンシャルは小さく、最大でも１本の井戸当

たり３～４ l ／ sec 程度である。

　島の中央より北側にあるリンジャニ火山山麓には所々に湧水が見られ、灌漑用水源、
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水道水源として利用されている。ロンボク島は、東西ヌサテンガラ州の中で地下水調査

が最も進んでおり、地下水ポテンシャルの状況が比較的判明している。また、地下水調

査結果のデータベースも整っている。ロンボク島の井戸データベースの詳細については、

収集資料“Daftar Inventarisasi Sumur Bor Bagian Proyek pat Lombok ”を参照のこと。

2） スンバワ島

　スンバワ島は、東西約275km、南北約80kmの複雑に入り込んだ海岸線をもった島で

ある。島中央部の北側海岸には、サレー湾が入り込んでいる。島の面積は、１万

4,260km2、人口は、104 万人である。

　この島の地下水調査は、1981年カナダ国際開発庁（ＣＩＤＡ）によって始められ、1991

年には、西ヌサトゥンガラ州地下水開発事務所（Ｐ２ＡＴ－ＮＴＢ）も調査を開始し、

145本の井戸掘削している。また、ＰＰＡＢも24本の井戸を掘削した。深さは、60ｍ～

125 ｍであり、比湧出量は 0.02 ～ 13.9 l ／ sec ／ｍである。

　湧水については、1992年のインドネシア地質調査事務所－ＮＴＢ（西ヌサトゥンガラ

州）によれば、ビマ、ドンプ両地域で170との記録がある。島南部の山地沿いは、地下

水のポテンシャルは低く、北側海岸沿いの沖積平野では、地下水のポテンシャルは高い。

帯水層の深さは、15 ｍ～ 100 ｍ程度と幅がある。

２－３　東ヌサトゥンガラ州

２－３－１　行政区分・人口

　東ヌサトゥンガラ州はスンバ島、フローレス島、アロー島、ティモール島の西半分を占める西

ティモール及びその周辺の島々からなり、クパン市と 12 の県に分かれている。各県は更に４か

ら16の郡に分かれ、郡は更に村に分かれており、東ヌサトゥンガラ州全体で2,500余りの村を数

える。

　東ヌサトゥンガラ州の面積はおよそ４万7,000km2でインドネシアの国土の約2.5％を占める｡人

口はおよそ370万人を数え、１km2当たりの人口密度は75人である（1998年の政府統計による）｡

1970 年から 1995 年までの間の人口増加率はおおむね 3～ 3.5％／ year で推移している（1995 年

の政府統計による）｡東ヌサトゥンガラ州の各県の人口、及び郡と村の数は以下の表に示した。
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島 県（Kabupaten） 県の人口
郡

（Kecamatan）
の数

村
（Desa/Dusun）

の数

スンバ
（Sumba）

西ティモール
（West Timor）

アロー
（Alor）

フローレス
（Flores）

Total:

西スンバ
（Sumba Barat）

東スンバ
（Sumba Timur）

クパン（クパン市を含む）
（Kupang）

中央ティモール南
（Timor Tengah Selatan）

中央ティモール北
（Timor Tengah Utara）

ベルー
（Belu）

アロー
（Alor）

東フローレス
（Flore Timur）

シッカ
（Sikka）

エンデ
（Ende）

ガダ
（Ngada）

マンガライ
（Manggarai）

12

345,996 8 192

181,632 8 123

635,425 23 311

397,016 11 200

190,540 6 160

246,251 12 166

157,685 6 175

270,885 13 332

276,162 8 138

247,116 7 172

215,906 9 173

587,468 11 375

3,752,082 122 2,517

Source: NTT in Figures 1998 / NTT Dalam Angka 1998

　１人当たりの所得は各県で大きな差があり、最高はクパン県（クパン市を除く）の 120 万ルピ

ア、最低は西スンバ県の 70万ルピアである。なおクパン市（人口 23万人）の１人当たりの所得

は例外的に群を抜いて高く、310 万ルピアである。（NTT in Figures 1998 による）。

２－３－２　自然条件

　スンバ島は東西方向210km、南北方向75kmの広がりをもつ。島の西半分は石灰岩を主体とす

るワイカブバ層、東半分は砂岩、泥岩、凝灰岩等の堆積岩を主体としたカナンガー層が基盤層に
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なっている。北側海岸沿いには隆起珊瑚礁石灰岩が発達し、その他島内には花崗岩、溶岩、角礫

岩等の火成岩、火山岩等も見られる。この島の最高峰はパリンディワンガメンで標高1,225 ｍで

ある。

　降水量のデータは単年のものしか得られなかったが以下のとおりである。

（NTT in Figures による）

　西スンバと東スンバのデータに大きな差があり、その差が地域の差であるのか年ごとのデータ

変動によるものなのかは判断しかねるが、この島の降雨量は1,000～2,000mm程度と推定する。

ワインガプの平均気温は 27 ～ 30℃であり、季節による変動は小さい。

　西ティーモールは南西から東北の方向に約450kmの長さでのびるティモール島の西半分を占め

る。ティモール島の最高峰は東ティモールのタタマイラウ、標高2,963 ｍであるが西ティモール

における最高峰は標高2,427ｍのムティスである。西ティモールに見られる基盤層は非常に多彩

で、石灰岩、砂岩、頁岩、凝灰岩等の堆積岩、超塩基性岩、片麻岩等の火成岩、溶岩、角礫岩等

の火山岩、千枚岩、片岩等の変成岩が見られる。

　西ティモールの降水量はやはり単年のものしか得られなかったが以下のとおりである。

Walakaka,
Sumba Barat
（1993）

Waingapu,
Sumba Timur
（1998）

Jan 0 228

Feb 288 208

Mar 358 177

Apr 166 101

May 0 3

Jun 58 10

Jul 3 0

Aug 0 1

Sep 207 0

Oct 96 3

Nov 516 23

Dec 515 215

Total 2,207 969

降雨量（mm）

月
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Kupang City,
Kupang
（1998）

Amanuban Barat,
TTS

（1997）

降雨量（mm）

月 Eban,
TTU

（1998）

Malaka Tengah,
Belu

（1998）

Jan 286 381 173 187

Feb 193 632 160 298

Mar 149 86 114 110

Apr 97 13 150 0

May 34 21 196 199

Jun 22 0 133 80

Jul 30 34 70 126

Aug 1 0 10 11

Sep 23 0 36 55

Oct 67 0 98 0

Nov 245 49 335 317

Dec 172 271 70 259

Total 1,319 1,487 1,545 1,642

（NTT in Figures による）

　上表に見られるように、西ティモールにおける年間降雨量はおよそ 1,500mm 程度と推定され

る。なおクパン市周辺の観測データによると、クパン市周辺の年間降雨量は1978年～1989年ま

での間に900mm～2,350mmまで変動し平均は1,600～ 1,900mmであった。クパン市の平均気温

は 25 ～ 29℃であり、季節による変動は小さい。

　フローレス島は東西方向に長さ 350km にわたってのびる島であり、南北方向の幅はおよそ

60kmである。島の最高峰は、ポコマンダサウ標高2,350ｍである。フローレス島の地質は、第三

紀に形成された石灰岩、砂岩、泥岩等の堆積岩を洪積世の火山活動によって形成された溶岩、角

礫岩等の火山岩が覆う構造をしている。島の南部から東部にかけては火山が多く分布しており、

堆積岩は島の西北部に多く露頭している。

　フローレス島各地の降水量は以下のとおりである。



－ 73 －

Ngada
（1995）

Flores Timur
（1995）

Sikka
（1989-1999
の平均値）

降雨量（mm）

月 Ende
（1995）

Manggarai
（1995）

Jan 665 144 82 173 －

Feb 199 202 92 164 －

Mar 250 105 76 185 612

Apr 413 98 119 90 456

May 3 13 50 4 125

Jun 0 5 3 35 118

Jul 0 22 0 0 34

Aug 0 4 0 0 0

Sep 0 3 44 16 206

Oct 12 20 32 48 383

Nov 72 62 22 156 558

Dec 322 175 178 238 245

Total 1,926 852 697 1,109 －

　上表に見られるように、フローレス島における年間降雨量は地域、観測年によりかなり大きく

変動するようであるが、およそ 1,000mm 弱程度と推定される。マウメレ市の平均気温は 26 ～

30℃であり、季節による変動は小さい。

（NTT in Figures による）
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